
令和元年１２月１日発行（第81号）

せみね監督署だより
ひと、くらし、
みらいのために
ひと、くらし、
みらいのために

発行 瀬峰労働基準監督署（栗原市瀬峰下田50-８，電話0228-38-3131）

年末年始は、日照時間が短く、視界不良や積雪・凍結並びに心理的な慌ただ

しさ等、様々な要因が重なりあう時期であり、例年、転倒災害、墜落・転落災

害、交通労働災害等の発生が多くなることから、冬季間に向けた転倒災害防止

対策の実施や、高年齢労働者が安全で働きやすい職場環境づくり等の取組推進

等、労働災害の発生防止に特に注意が求められます。

また、年末年始における長時間労働に起因する健康障害の発生が懸念される

ことから、「働き方改革」の実現に向けた就労環境の整備や取組のさらなる推

進が求められます。

このような中、宮城労働局では、県内すべての労働者が健康で、労働災害の

ない明るい年末・年始を迎えられるよう「令和元年度宮城における年末・年始

労働災害防止強化運動」を展開し、「ＳａｆｅＷｏｒｋゼロ災ＭＩＹＡＧ

Ｉ」をスローガンとして労働災害防止活動の積極的な推進を図っていきます。

期間 ： 令和元年１２月１日から令和２年１月３１日
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死亡 1 3 15 20

休業4日以上 94 122 1767 1972

宮城県特定最低賃金が変わります

労働災害発生状況（令和元年10月末現在）

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和元年 平成30年 令和元年 平成30年


